様式第６号（第１１条関係）
年　　月　　日

島根県知事　様

申請者　住　　　　所
　　　　名称及び
　　　　代表者の氏名　　　　　　　　　　　　　　

令和　年度石州瓦産業生産性向上支援事業費補助金実績報告書

　令和　　年　　月　　日付け指令　　第　　　号で交付決定の通知があった令和　　年度石州瓦産業生産性向上支援事業費補助金を令和　　年　　月　　日付けで完了（廃止）しましたので、石州瓦産業生産性向上支援事業費補助金交付要綱第１１条第１項の規定により、別紙のとおりその実績を報告します。

記

補助金所要額　　　　　　　　　　円


別紙１
補　助　事　業　実　績　報　告　書
１．補助事業の内容　※適宜枠を拡大しご使用ください。図、写真、グラフ等用いても構いません
	補助事業名
	


[bookmark: _Hlk221129862][bookmark: _Hlk222324811]補助事業の実施内容
※本事業の取組の概要を記載してください。機械装置・工具器具を導入した場合は仕様や特徴を明記してください。
※併せて、事業実施に要した経費の内訳を記載してください。
※文字数の目安は、1事業につき300字程度です。箇条書きでも構いません。
	例（提出時は消去願います）：ボトルネックとなっている焼成工程に○○（設備名・仕様や特徴等記載）を導入し、作業効率を向上させ、ボトルネックを解消し生産性向上を図る。








[bookmark: _Hlk221130197]補助事業の効果・今後の取組みの方向性等
※事業の効果は定量・定性両面から記載してください。
　また、今回の事業を踏まえ、今後貴社がいつ、何をどのように取り組み、どのように経営基盤強化を図るか記載してください。
※文字数の目安は300字程度です。箇条書きで構いません。
	例（提出時は消去願います）：焼成工程における1個当たり生産量が○個/日から×個/日に向上し、作業者の負荷も軽減された。今後は円滑に運用できるよう、従業員への教育を実施するほか、△△工程にロボットへの導入を検討し、更なる生産性向上を図る。











補助事業推進体制・スケジュール
	【補助事業推進体制（事業に関わった担当者の氏名・所属・役職・役割等）】



【スケジュール】　※●・➡などを用いてガントチャート形式で実際の取り組みスケジュールを記載してください。
	実施項目
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	






２．補助事業に要した経費の配分及び積算明細
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	経費区分
	補助事業に
要した経費
	負　　担　　区　　分
	備　　考

	
	
	自己負担額
	補助金額
	

	謝金
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	

	庁費
	
	
	
	

	委託費
	
	
	
	

	その他の経費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


注１　委託した場合には、備考欄に委託先名を記入すること。
２　補助金額は千円未満切捨て
３　見積書（※）、契約書（発注書）、完了確認書（納品書）、事業実施が確認できる資料、請求書、支払済の領収書等の写しを合わせて提出すること（契約あたり100万円以上（税抜）の場合、２者以上の合見積又は選定理由書が必要）
　４　単価50万円以上の設備の場合、仕様書、設置位置図、導入前後の設備写真の写しを合わせ
て提出すること。

様式第７号（第１１条関係）
別紙２
取　得　財　産　等　管　理　台　帳

	実施年度
	
	企業名
	

	事業名
	



	財　産　名
	規　格
	数　量
	単価
（円）
	金額
（円）
	取得
年月日
	耐用
年数
	保管
場所
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


注１　本台帳には、補助事業者により取消し、又は効用の増加した財産のうち取得価格又は効用の増加
価格が50万円以上（消費税相当額を除く）のものを記載すること。
２　「単価」及び「金額」欄には消費税相当額を除いた額を記載すること。
３　「取得年月日」欄には検収年月日を記載すること。
４　「耐用年数」欄には減価償却資産の耐用年数に関する省令（昭和40年大蔵省令第15号）に定める
耐用年数を記載すること。
